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広島大学大学院文学研究科博士課程後期修了

広島大学大学院文学研究科（特任助教）
広島大学大学院文学研究科（研究員）
広島大学教育・国際室（教育・研究推進員）
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1）「高等専門学校の社会科カリキュラム編成類型と主権者教育の課題」、『新居浜
工業高等専門学校紀要』、新居浜工業高等専門学校、第54巻、P.15-24, 2018年
1月発行
2）「「実際の犯罪率は低い」は慰めになるか？―沖縄基地問題における米軍関係
者の犯罪と県民感情についての哲学的考察―」、『新居浜工業高等専門学校紀
要』、新居浜工業高等専門学校、第53巻、P.53-60、2017年1月発行
3）「コミュニタリアニズムにおけるコミュニティの射程―２人のコミュニタリアンと２つ
のコミュニティ―」『哲學』、広島哲学研究会、第65集、P.55-68、2013年10月25日
発行
4）「チャールズ・テイラーとケベック問題―マイノリティとの「和解」への道―」『ぷらく
しす』、広島大学応用倫理学プロジェクト研究センター、第14号、P.113-124、2013
年3月1日発行
5）「マイケル･ウォルツァーの特定主義(Particularism) ―普遍的正義と特殊的文化
との和解？―」『ぷらくしす』、広島大学応用倫理学プロジェクト研究センター、第
13号、P.9-21、2012年3月1日発行

本科：倫理，応用倫理学，技術者倫理
専攻科：人間と倫理

日本哲学会，広島哲学会，日本ヘーゲル学会，京都ヘーゲル読書会

ドイツ観念論に基づく現代政治哲学におけるコミュニタリアニズム解釈及びその実
践的応用に関する研究



2018/9/28 更新

研究プロジェクト，
　　外部資金等

社会貢献，地域貢献

学外審議会，委員等

国際交流

1）「「和解」概念の展開—平和への応用倫理学的アプローチ」, 基盤研究B, 研究
代表者：越智貢，2012-2015年度，分担研究者
2）「「和解」概念の再構築—平和への応用倫理学的アプローチ」, 基盤研究B, 研
究代表者：越智貢，2009-2011年度，分担研究者
3）「高等専門学校における市民性育成のためのカリキュラム開発研究」, 挑戦的
萌芽研究, 2016-2018年度, 研究代表者
4）「「平和」理論の構築－「和解」概念に着目した応用倫理学的アプローチ」, 基盤
研究B, 研究代表者：越智貢, 2016-2018年度, 分担研究者
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